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1. まえがき 

リフレクトアレーアンテナ（以下，リフレクトアレー）

[1]を用いたマルチビーム通信方式では，偏波と周波数によ

ってビーム方向を変化させることで，少ない鏡面でサービ

スエリアをカバーする方法が提案されている[2][3]．本報

告では，偏波と周波数によってビーム方向を変化させる鏡

面構成と素子を用いたリフレクトアレーの設計例を示す． 

2. リフレクトアレーの設計 

偏波によって位相を変化させるため，線形の素子を使用

する．鏡面構成の設計パラメータと素子の形状を図 1，表 1

に示す． 

中心周波数 f0のビーム方向から 1 ビーム幅離れた位置に

周波数 fL，fH のそれぞれのビームが来るように一次放射器

を配置する．配置としては中心から Elevation 方向に＋2 ビ

ーム幅離れた位置に一次放射器 1 を，中心に一次放射器 2

を，中心から Elevation 方向に－2 ビーム幅離れた位置に一

次放射器 3を，Azimuth方向に+0.87ビーム幅，Elevation方

向に+0.5ビーム幅離れた位置に一次放射器4を，Azimuth方

向に+0.87ビーム幅，Elevation方向に-0.5ビーム幅離れた位

置に一次放射器 5の合計 5か所である． 

3. 解析結果 

 設計パラメータをもとに開口分布法で解析を行った．な

お，設計に使用している共振素子は，周波数特性を持たな

い理想的な素子を仮定している．5 つのホーンから放射さ

れた V，H 偏波と周波数 f0，fL，fHの合計 6 波の 36dbi の

contour-mapを図 2に示す．結果，Azimuth方向に V偏波は

-0.65 度方向，H 偏波は+0.65 度方向にビームを放射したこ

とが確認できる．また，Elevation 面で見ると，ひとつのホ

ーンから放射されるビーム 1の周波数 fHのビーム方向と，

隣のホーンから放射されるビーム 2 の周波数 fLのビーム方

向が中心周波数のビームから±1 ビーム幅離れて放射され

ることによって重なっていることが確認できる．よって，

1 枚のリフレクトアレーで所望の範囲を効率的にカバーす

ることができるとわかる． 

4. むすび 

 偏波と周波数によってビーム方向の異なるリフレクトア

レーの検討結果を示した．解析結果より，偏波と周波数に

よって異なる方向にビームを変化させることができた．今

後は，設計パラメータをもとに実際にリフレクトアレーを

製作し，設計の妥当性を検討する． 

 

図 1 素子の形状と鏡面構成 

 

表 1 リフレクトアレーの設計パラメータ 

図 2 contour-map 
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